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2008年5月12日《No.1981》
【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.4１】

職場から憲法を活かすとりくみを！
「国公９９条の会あいち」が２周年のつどい
「国公９９条の会あいち」は４月１９日（土）、労働会館において「２周年のつどい」を開催、３６人が参加し、楽しいマジック・ショーを楽しみ、熱い講演に聴き入りました。
まずは、「国公９９条の会あいち」の企画では定番となりつつある「マジック」。今回は、謎の「上海人」が登場！何もないところから鳥を出したり、自らの身体を浮かせる大技を披露、参加者の大きな拍手を浴びました。

■君の星は輝いているか

そしてメインは、朝日新聞記者・伊藤千尋さんの講演「君の星は輝いているか　―世界から見た日本国憲法」。
伊藤さんは、世界６５カ国を取材してきた経験の中から、①南米ベネズエラでは露店で憲法の冊子を売っており、役所と交渉する時の根拠として若い母親も買っていくこと、南米チリでは軍事政権下でも憲法を盾に反政府雑誌が発行されていたことなどを紹介、それぞれの国で憲法を使って日常にたたかっていることを強調しました。
また、②９・１１テロのあとアメリカでは、「やり返せ！」の声が国を覆ったが、ただ一人バーバラ・リー下院議員だけが報復戦争に反対し、バッシングされながらも人々の考えを変えていったこと、息子をイラク戦争で亡くしたシーハンさんがブッシュ大統領に説明を求めて始めた座り込み大きな反響があったことなどを紹介、アメリカの世論は自然に「変わった」のではなく、行動する人たちによって「変えられた」のだと指摘。
さらに、③中米コスタリカは、日本と同じように平和憲法を持っているが、予算の３０％を占めていた軍事費を教育費に転換したこと、訴訟は社会を良くする行為と考えられていて小学生でも違憲訴訟を起こせることなどを紹介、日本との違いを説明しました。
最後に伊藤さんは、④世界のデモは、日本のデモと違って、一人ひとりが個人の主張する集まりであること、日本でも「憲法音頭」を踊る人たちや、「普段使わないが良いものは、着物と憲法だ」と言って、毎日着物を着ている人がいることを紹介。おかしいと思ったら、個人の幸福が侵害されていると思ったら、憲法を使ってたたかおうと呼びかけました。
　

■賛同人を３００人に
　「国公９９条の会あいち」には、４月末現在、２５２人が賛同人として名を連ねています。当面、３００人を目標に、さらに職場からの憲法を活かすとりくみをすすめていきましょう。
（国公９９条の会あいち事務局発行「ＮＥＷＳ９９」４月２５日号から転載）
覚えていますか？宣誓したことを…。
いま、あらためて憲法を考える
この春、新たに国公職場に採用された方はもちろん、ベテランの方も「日本国憲法を遵守」することを「宣誓」したことを覚えているでしょうか？５月３日の憲法記念日を前に、いま、あらためて憲法について考えましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛知国公発行「国公愛知」４月１５日号より転載）
日本国憲法を遵守する義務を負う公務員
職員の服務の宣誓に関する政令（昭和41年政令第14号）の第１条（服務の宣誓）は、「新たに職員（非常勤職員（国家公務員法第81条の５第１項に規定する短時間勤務の官職を占める職員を除く。）及び臨時的職員を除く。以下同じ。）となった者は、任命権者又はその指定する職員の面前において別記様式による宣誓書に署名して、任命権者に提出しなければならない。」と定めています。

歴史的反省が
　公務員は、主権者である国民の信託によって、かつ国の最高法規である憲法にもとづいて公務をつかさどっているのであるから、憲法を擁護しなければならないのは当然です。フランス革命の成果である１７９１年のフランス憲法以来、世界の多くの憲法は、国政担当者や公務員等に憲法擁護の義務を課し、また宣誓を求めています。こうした人々が憲法をないがしろにすれば、重大事態となるからです。
　また、この条項には、ドイツ・ワイマール憲法が崩壊し、ファシズム（ナチス・ドイツ）が形成されたように、権力の座にある者が憲法を軽視、あるいは無視して国民の基本的人権を抑圧した事実に対する歴史的反省が込められているのです。
全体の奉仕者
　「宣誓書」は、憲法第15条第２項などに定められているように、公務員は全体の奉仕者であって、一部の奉仕者ではなく、公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、全力を挙げてこれに専念しなければならないという服務の根本基準等を誓ったものです。
　今また、文科省キャリアが収賄容疑で逮捕されるなど不祥事が相次いでいますが、上から「綱紀粛正」を唱えるだけでなく、公務が憲法に基づき国民全体に奉仕する「誇りある仕事」であることを、定員や労働条件など職場の体制のあり方も含めて確認していくことが大切でしょう。

宣　誓　書
　私は、国民全体の奉仕者として公共の利益のために勤務すべき責務を深く自覚し、日本国憲法を遵守し、並びに法令及び上司の職務上の命令に従い、不偏不党かつ公正に職務の遂行に当たることをかたく誓います。
　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　氏　名
○日本国憲法　第99条 
　天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負ふ。
○日本国憲法 第15条第２項 
　すべて公務員は、全体の奉仕者であって、一部の奉仕者ではない。
○国家公務員法　第96条
　すべて職員は、国民全体の奉仕者として、公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当つては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。
走りながら「９条を守ろう」と賛同呼びかけ
「ライダーズ９ラブ」憲法記念日に春のツーリング
「国公・岐阜九条の会」を支援している国公の仲間が「ライダーズ９ラブ」を結成し、憲法九条を守る運動の１つとして、職種を超えた仲間と楽しく活動しているとりくみを紹介します。
憲法記念日の５月３日、「ライダース９ラブ」（Ｒ９Ｌ）春のツーリングが行われました。前回（11月3日）から、ちょうど半年ぶりのツーリング。さて5月3日と言えば、「九条の会」会員以外の皆さんでも、日本に住んでいる人であれば、今日は「日本国憲法の施行日」と答えてくれることでしょう。
憲法に関連する日ということで日頃の労いを込め開催となりました（投稿・ペンネームTezzy）。
■霊峰「御嶽山」を眺望しながら

　　今回は新たに大型バイク乗りのＫ氏を迎え入れて計８名でのツーリングとなりました。初参加のＫ氏へは、Ｒ９Ｌともつながりの深い「岐阜・九条の会」の独自のしおりを手渡し、九条を守ろう！の賛同を呼びかけました。

　今回の走行ルートには国道１９号（木曽路）を、目的地には開田高原を選びました。

　開田高原の「やまゆり荘」の温泉露天風呂から眺める御嶽山は残雪をまとい、まさに絶景。

　ここ迄辿り着く道程には、途中幾度も渋滞があり、暑さとの二重苦に悩まされましたが、渋滞を乗越え、目的地に到着し、温泉で心身を癒した後は、往路の二重苦も忘れ、一転した快適なツーリングを楽しむことができ、皆さんそれぞれに満足した様子でした。

　憲法９条を守ろうとする運動も一歩一歩が大切です。商業紙が行った世論調査でも改憲反対派が賛成派を上回るという結果になってきた現在、もう一頑張りが大切ですね。
（「ライダーズ９ラブ」倶楽部報2008年第5号から転載）
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください　　　　以上
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